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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月27日(2015.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力の供給を受けて特定の処理を実行する複数の処理部、並びに少なくとも前記処理部
の使用許可を受けている使用者か否かを判別する識別情報を取得する識別情報取得部、を
含むそれぞれの制御対象に対して個別に電力供給状態又は電力遮断状態に遷移させる電力
供給制御手段と、
　前記制御対象が電力遮断状態であっても常時電力が供給され、前記使用者を含む移動体
が予め定めた領域内に存在しているか否かを検出する移動体検出手段と、
　前記移動体検出手段により移動体を検出した時点で、前記識別情報取得部を前記電力供
給状態に遷移するように指示する第１の指示手段と、
　前記第１の指示手段による指示後に、前記識別情報取得部で受けた不特定多数の識別情
報に基づいてジョブが登録されているか否か判別する判別手段と、
　前記判別手段でジョブの登録が確認された場合に、当該ジョブの処理に必要な前記処理
部を選択して前記電力供給状態に遷移させるように指示する第２の指示手段と、
　前記第２の指示手段による指示後に実行される、前記使用者を特定するための個人認証
処理結果に基づいて、前記ジョブの実行の可否を判定する判定手段と、
を有する電力供給制御装置。
【請求項２】
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　前記制御対象として、前記処理部の動作指示情報を受け付ける機能並びに前記処理部の
動作状態情報を報知する機能を備えたユーザーインターフェイス部を有し、
　前記判定手段が、前記ユーザーインターフェイス部に対峙した使用者の個人認証処理を
実行する請求項１記載の電力供給制御装置。
【請求項３】
　前記ユーザーインターフェイス部に対する使用者による操作によって、当該ユーザーイ
ンターフェイス部に対峙したことを確認する請求項２記載の電力供給制御装置。
【請求項４】
　前記識別情報取得部が、
　無線通信を利用して応答要求信号を送信する送信部と、
　不特定多数の使用者がそれぞれ携帯し、前記応答要求信号に対応してそれぞれ固有の識
別情報が設定された携帯端末から出力される応答信号を受信する受信部と、
　応答信号に基づいて前記識別情報を解析する解析部と、
を備える請求項１～請求項３の何れか１項記載の電力供給制御装置。
【請求項５】
　前記移動体検出手段による検出領域の境界よりも、前記応答要求信号の最大到達距離が
短い請求項４記載の電力供給制御装置。
【請求項６】
　前記請求項１～請求項５の何れか１項記載の電力供給制御装置を備え、
　前記処理部が、原稿画像から画像を読み取る画像読取処理部、画像情報に基づいて記録
用紙に画像を形成する画像形成処理部、予め相互に定められた通信手順の下で画像を送受
信するファクシミリ通信処理部の２以上の処理部を含む画像処理装置。
【請求項７】
　電力の供給を受けて特定の処理を実行する複数の処理部、並びに少なくとも前記処理部
の使用許可を受けている使用者か否かを判別する識別情報を取得する識別情報取得部、を
含むそれぞれの制御対象に対して個別に電力供給状態又は電力遮断状態に遷移させる電力
供給制御において、前記制御対象が電力遮断状態であっても移動体検出手段に常時電力を
供給して、前記使用者を含む移動体が予め定めた領域内に存在しているか否かを検出し、
　前記移動体を検出した時点で、前記識別情報取得部を前記電力供給状態に遷移するよう
に指示し、
　当該指示後に、前記識別情報取得部で受けた不特定多数の識別情報に基づいてジョブが
登録されているか否か判別し、
　ジョブの登録が確認された場合に、当該ジョブの処理に必要な前記処理部を選択して前
記電力供給状態に遷移させるように指示し、
　当該指示後に実行される、前記使用者を特定するための個人認証処理結果に基づいて、
前記ジョブの実行の可否を判定する電力供給制御プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、前記請求項１に記載の発明において、前記制御対象として、
前記処理部の動作指示情報を受け付ける機能並びに前記処理部の動作状態情報を報知する
機能を備えたユーザーインターフェイス部を有し、前記判定手段が、前記ユーザーインタ
ーフェイス部に対峙した使用者の個人認証処理を実行する。
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